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 13:27　開会
 開会挨拶
 出席委員16名、欠席委員0名、会期1日
 令和5年度別海町一般会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳入全体質疑なし。
 歳出　区分目ごとに審査する。

目）企画費　　
事業名）別海町ファンによる魅力発信拠点調査研究事業 2,728千円

①委託先と委託内容。
①デジタル田園都市国家構想総合戦略に基づいて、国から地方の総合戦略を策
定するように求められている。
　この1年余りの短い検討期間中で、先般6月議会でも、新規の調査研究事業上
げさせていただいたが、それに続く、調査研究事業ということになっている。
　急増するふるさと納税の寄附者、関係人口が非常に増えているので、別海町に
遊びに行きたいというニーズは非常に高まっている。
　滞在のいろんな厳しい事情もあるが、そうした中で、少しでも滞在期間が長くなる
ような取組がデジタルの力でできないかということで、写真愛好家が本町にはたくさん
訪れているが、どうしても野付半島だけスポットが当たりがち。
　これらアマチュアカメラマンがたくさん訪れて、写真を撮影する中で、そういった方がど
こに訪れるのか、それをデジタルの力でサイトから情報を自動抽出して、また、そこに
訪れるお客様にとって、何が支障なのか。
　例えば、駐車場が全くないところで写真を撮りたいとなったら、周辺の農家さんの御
理解が必要だとか、あるいは駐車場の整備が必要だとかいろんな整備の課題が出
てくると思う。
　この課題を抽出するために、現在、アマチュアカメラマンが600人ほど参加している
東京カメラ部という会社があるが、こちらに、専門の投稿サイトを構築していただき、
事業を実施しようとするもので、このサイトの構築と業務の運営で一切をお任せする
ということの業務委託の内容となっている。
目）企画費　　 事業名）地域おこし協力隊推進事業
①協力隊員を一挙に18人増やすということだが、その意図、その目指すものをにつ
いて。
①当課で所管している移住定住政策、これまでお試し住宅、あるいは今年度空き
家バンクなど様々な事業を予定しているが、昨年度まで、いろいろ議員からも課題を
指摘していただいた関係の中で、総合政策課が統括化となって採用を進めている中
で、前回の6月の補正予算で要求させていただいた隊員の応募したところ、思いのほ
か数多くの募集が寄せられている。
　このように、地域おこし、あるいは地域貢献したいという方のニーズに応えたいという
ことが一つの狙いであるということと、人件費については、国から特別交付税措置され
るということで、基本的には町の手出しはないと。
　国から交付税措置される隊員の人件費、あるいは活動費が仮に480万円のうち
200万円が地域に落ちたと仮定して、50人の隊員が活動されたら1億円地域にお
金が落ちることになる。
　いわゆるプレミアム商品券のような、隊員の消費の中できちっと経済効果として、導
いていけるのではないかという仮定のもと、これが移住定住政策等あるいは地域の経

委員 13番 中村

総合政策課長 松本

委員長 10番 外山

中村

総合政策課長 松本

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山
委員 13番

委員長 10番 外山

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過

委員長 10番 外山
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済対策の総合的な対策として、効果があるのではないかということで、積極的な採用
を求めていきたいというふうに考えている。
①今後、5年、10年見通して考えた場合、この30人体制で進んでいくのか。
①地域おこし協力隊の制度については、昨年度6,000人以上の方が全国で活動
されているという中で、今の政府の方針の中で、都市から地方へということの人流を
活性化したいという狙いのもと、内閣府では1万人を目指していると言われている。
　全国で目指している目標もあるが、本町の地域の課題を見てみると、いろんな団
体で担い手の問題が非常に起きてきている。
　こうした中で、総合政策課で試験的に採用させていただいているが、どうしても職員
のリソースも限られ、サービスが増えても、政策立案に時間を傾けられない中で、隊
員の方が刺激になって、職員も考える機会になって、そういった効果が期待できるも
のですから、何年続いてというのは、なかなかお答えできないが、今、必要な取組で
はないかということを認識している。
目）企画費　　 事業名）地域おこし協力隊推進事業
①採用形態のうち、業務委託について、具体的にどんな形態になるのか。
①個人との業務委託契約で、整理をしている。
目）企画費　　 事業名）地域おこし協力隊推進事業
①任期について、今までの例を見ると概ね3年で推移したと思うが、今後の考え方は。
①隊員の委嘱に関しては、最長3年となっているので、基本的には3年間活動して
いただけることを望んでいる。
　業務委託型については、契約期間が1年間ということになっており、契約の延長に
よって、最長で3年間活動を継続していただけるという仕組みになっている。
目）企画費　　 事業名）地域おこし協力隊推進事業
①提案型とフリーミッション型について説明を。
①提案型とフリーミッション型については、いずれも業務委託型の採用。
　このような分類にした理由は、全国の事例を見ると、隊員の任期を終えた場合に、
行政や観光協会などの公的機関に就業される事例もかなりある一方で、御自身で
起業されたり、地域の民間の企業、団体に就業している方も相当数いる。
　今回提案しているのは、どちらかというと企業や民間の就業を見据えて、地域おこ
しをしたいという、少し行政から縛られないような環境の中で、自由度の高い活動を
担っていただきたいということを試験的に応募したいということを考えているもの。
①魅力発信拠点調査研究事業について、アマチュアカメラマンに業務委託をしてと
いう理解でいいか。
①600人以上のカメラマン、ファンが活動に参画をし事業を行っている東京カメラ部
という会社があり、そこに業務を委託する。
　会社につくっていただいたサイトに対して、本町に訪れるアマチュアカメラマンが、写
真を投稿して、魅力を発信していただいたり、情報抽出したいというような建付けに
なっている。
①その中には、当然、地元のカメラ愛好家も含まれた中での事業展開だと理解して
よろしいか。
①町内のカメラ愛好家やカメラ初心者の方でもいい。
　どなたでも参加できる取組を目指している。
目）林業総務費　　 事業名）林業専用車両導入事業　5,761千円
①具体的な事業内容は。
①当課で使用する林業専用車両の導入。
　林業専用車両は、年間を通じ、森林施業全般における現場作業時に使用する
ほか、林野火災等の広報啓発、民有林の調査業務など使用範囲は多岐にわたり、
林務行政を適切に執行するうえで重要な役割を果たしているところだが、現在、当
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課で使用している林業専用車両は、初年度登録からすでに30年以上が経過し、
近年は、定期的に不調が生じるなど、いつ使用不可能となってもおかしくない状況と
なっており、総走行距離もすでに27万キロを超えていることから今回、森林環境譲
与税基金を活用し導入をするもの。
　なお、導入予定の車両は、起伏の激しい山道や、林道及び個人所有の牧草地
を走行する頻度が高く、さらに冬の雪山での走破性が求められることから、車高やタ
イヤサイズなどを考慮した車両、ランドクルーザのような車両を予定している。
目）林業総務費　　 事業名）豊かな森づくり推進事業　3,682千円
①増額となる理由及び積算根拠は。
①本事業は、私有林の植栽に対する公共補助事業の補助残に対し、町と道により
支援を行う事業となっているが、今回、道から事業体である別海町森林組合に対し
示された公共補助額が、当初予算時を大幅に上回る配分を受けたことから、事業
量の増加に伴い増額するもの。
　事業量については、当初68.23haに対し、76.5haと8.27ha分の事業量の増
となる。
　積算根拠については、増加後の全体補助対象経費に本事業の補助率26％を
掛けた額を計上。
①76.5haというのは、今年度予定していた分なのか、増額されたので増やしたもの
なのか。
①次年度やる予定だったやつを前倒しで、実施をするということになる。
　ただ、私有林の造成については、今後、事業量がさらに増加する可能性もあるの
で、その際は町としても10年の計画をしっかりと見直しいきたいと考えている。
目）林業総務費　　 事業名）林業環境支援事業　7,209千円
①増額となる理由及び積算根拠は。
①本事業は、別海町森林組合で所有する林業機械の老朽化に伴う更新について、
当初、本年度から令和8年度まで4年計画で毎年1台づつ実施する予定としていた
が、本年6月に新たな道補助金が創設されたことに伴い、計画上、令和6年度、7
年度に導入を予定していた林業機械各1台を、道補助事業の活用により、補助率
2分の1以内の補助が受けられることとなったため、町としても、補助金の活用により
約5,000千円の負担軽減が見込まれること、及び、林業事業体の施業体制の構
築をいち早く図ることを目的として、森林環境譲与税基金を活用し前倒しで実施す
ることとしたもの。
　積算根拠については、車両購入予定価格に道からの補助2分の1を差し引いた補
助残に対し、町農林漁業振興奨励補助規則に基づく、3分の1以内を限度とした
補助金の増額分を計上。
①年何台購入するということになるのか。
①令和5年度当初予算として林業機械１台を導入することとしており、今回の補正
で令和6年度、7年度に導入を予定していた林業機械各1台を導入することとした
ので、令和5年度においては計3台の林業機械を導入する予定。
目）新型コロナウイルス感染症対策費　

事業名）新型コロナウイルス感染症対策事業 38,700千円
①事業の内容は。
①福祉灯油購入扶助費について。
　非課税世帯を対象に、基準日を令和5年9月1日とし、高齢者世帯、ひとり親世
帯、障がい者世帯、生活保護受給世帯とさせていただいている。
　助成額については、1世帯に対し2万円の支給となっており、生活保護受給世帯
に対しては1万円。
　対象世帯数の見込みは、高齢、障がい、ひとり親で670世帯、生活保護世帯で
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80世帯。
①物価高騰対策支援金について。
　給付対象は、令和５年４月1日現在、町内に所在する介護・障がい福祉サービ
ス事業所を運営する法人及び民間事業所で、介護21事業所、障がい福祉11事
業所に対し、車両燃料費に係るガソリン、施設運営に係る灯油、重油代、電気料
の補助。
　積算根拠は、ガソリンについては、令和4年度実績にガソリン購入単価増加率を
かけ、車輌１台あたりの平均を算出し、1台25,000円。
　施設燃料費灯油・Ａ重油については、令和4年度実績に灯油・Ａ重油の増加率
をかけ、定員11名あたりの平均影響額を算出し、入所・居住・短期27,000円、
通所・入浴車13,500円。
　施設電気料については、令和4年度実績に電気料の増加率をかけ、定員1名あ
たりの平均影響額を算出し、入所・短期34,000円、通所17,000円。
①べつかい割事業補助金について。
　宿泊者に対し宿泊費の割引を実施し、誘客を図る。
　また、宿泊者へ協力店で利用できる地域商品券を発行し、宿泊業と小売、飲食
店の相乗効果を狙うことが目的。
　期間は、10月1日から2月29日、3月1日のチェックアウト分まで。
　利用想定人数は、1,600人。
　協力店については、予算可決後に観光協会に加盟している事業者へ賛同会員を
募集する。
目）企画費　　 事業名）ふるさと応援制度推進事業　1,195,042千円
①令和4年度決算審査特別委員会説明資料では当年度末現在高が2,759,2
17千円となっており、これに、令和5年度当初予算で1,203,992千円、さらに今
回の補正で1,195,042千円上乗せするということと理解してよいか。
①まず、ふるさと応援基金の令和５年度末の見込み残高については、5,057,87
2千円と見込んでいる。
　この額になる理由は、令和4年度決算審査特別委員会説明資料に掲載されて
いる令和4年度末残高は2,759,217千円をスタートとして説明させていただくが、
この額は令和5年3月31日現在の基金残高となっている。
　この額に、令和4年度の会計期間後に、令和4年度の未収や未払いなどの出納
について整理する期間が2か月間設けられるが、その期間に、令和4年度分として基
金に積み立てた額が415,421千円あり、これを加える。
　それから、令和5年度予算で計上している積立金、当初予算で1,203,992千
円、9月補正予算で1,195,042千円を計上しているので、これらをあわせた額2,
399,034千円についても加える。
　ここから、令和5年度の事業実施のための財源として、ふるさと応援基金から繰り
入れる予算を組んでいるので、この繰入金9月補正予算までで、515,800千円と
なっており、これを減じます。
　これらを計算すると、先ほどの5,057,872千円となるということ。

 歳出全体質疑なし。
 総括質疑なし。
 令和5年度 別海町一般会計補正予算の質疑終了
 令和5年度別海町介護保険特別会計補正予算
 歳入　区分項ごとに審査する。
 歳入質疑なし。
 歳出　区分項ごとに審査する。
 歳出質疑なし。

田畑

委員 13番 中村

財政課長 角川

介護支援課長 髙橋

商工観光課長

委員長 10番 外山

委員長

委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

10番 外山

外山
委員長 10番 外山
委員長 10番

委員長 10番 外山
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 総括質疑なし。
 令和5年度別海町介護保険特別会計補正予算の質疑終了

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第69号　原案可決
 令和5年度別海町介護保険特別会計補正予算（第1号）（町長提出議案70号）

討論なし。

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第70号　原案可決
 閉会挨拶
 閉会　14:16

10番
委員長 10番 外山

外山
外山

委員長 10番 外山

賛成
反対

小
椋

今
西

委員長 10番 外山
委員長 10番 外山

委員長 10番

外山

外山
委員長 10番 外山

委員長 10番 外山

委員長 10番
委員長 10番
委員長 10番

外山委員長

異議なし

採決

横
田

田
村

小
椋

今
西

松
原

中
村

髙
橋

異議なし

松
原

中
村

佐
藤

戸
田

貞
宗

宮
越

委員長 10番 外山

西
原

賛成
反対

委員の賛否

佐
藤

戸
田

西
原

伊
勢委員の賛否 市

川
吉
田

市
川

吉
田

髙
橋

伊
勢

貞
宗

宮
越

横
田

田
村

 令和5年度別海町一般会計補正予算（第4号）（町長提出議案第69号）

採決


